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２　新潟中越沖地震災害派遣
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第６普通科連隊隊員総勢３７８名による威風堂々とした徒歩行進

記念式典において式辞を述べる執行官　寺﨑旅団長

　
第
五
旅
団
（
旅
団
長
　
寺
﨑
陸
将
補
）
は
、
平
成

十
九
年
九
月
九
日
（
日
）
、
第
五
旅
団
創
立
三
周

年
記
念
行
事
及
び
帯
広
駐
屯
地
創
設
五
十
六
周

年
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。
前
日
ま
で
は
台
風
九

号
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
台
風
一
過
、
文
字

通
り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
賓
・
地
域
住
民
・
隊
員

家
族
な
ど
昨
年
を
一
五
〇
〇
人
以
上
上
回
る
約

八
八
四
〇
人
が
駐
屯
地
を
訪
れ
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
式
典
で
は
、

執
行
官
で
あ
る
寺
﨑
旅
団
長
が
「
我
々
は
日
々
変

化
す
る
時
代
に
適
応
し
、
そ
の
時
々
に
発
生
す
る

各
種
の
多
様
な
事
態
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
脅
威
に
即
応
し
得
る
基
盤
を

今
後
と
も
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
た
め
、
武
装
集
団
と
し

て
の
矜
持(
き
ょ
う
じ)

を
持
ち
、
実

力
の
涵
養
に
努
め
、
よ
り
即
応
性

実
効
性
を
高
め
、
真
に
役
立
つ
強

く
し
な
や
か
な
組
織
と
し
て
今
後

と
も
地
域
の
皆
様
の
期
待
や
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力
す

る
こ
と
を
改
め
て
こ
こ
に
決
意
す

る
。
」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
中
川

昭
一
衆
議
院
議
員
、
鈴
木
宗
男
衆

議
院
議
員
、
石
川
知
裕
衆
議
院
議

員
及
び
砂
川
敏
文
帯
広
市
長
か
ら

祝
辞
を
戴
い
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
観
閲
行
進
で
は
、
観
閲
部
隊
指
揮
官
の
濵
﨑
副
旅
団
長
を
先

頭
に
隊
員
一
七
三
三
名
、
車
両
（
戦
車
・
装
甲
車
な
ど
含
む
）
一

八
一
両
及
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
十
機
が
堂
々
た
る
行
進
を
行
っ
た
。

今
年
は
、
第
六
普
通
科
連
隊
隊
員
三
七
八
名
に
よ
る
威
風
堂
々

と
し
た
徒
歩
行
進
も
披
露
さ
れ
会
場
か
ら
は
大
歓
声
が
贈
ら
れ

た
。
迫
力
が
あ
り
観
客
か
ら
人
気
の
高
い
訓
練
展
示
で
は
、
生
で

聞
く
火
砲
・
戦
車
の
空
砲
射
撃
に
よ
る
轟
音
に
、
訪
れ
た
観
客
は

そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
年
振
り
に
第
一
空

挺
団
に
よ
る
空
挺
降
下
も
行
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
会
場
に
お
い
て
は
、
旅
団
管
内
各
地
の
名
産
品

等
品
揃
え
も
豊
富
な
模
擬
売
店
二
十
四
店
が
出
店
さ
れ
、
希
望

の
品
物
を
求
め
て
来
場
者
の
長
い
列
が
続
い
た
。
毎
年
人
気
の
チ

ビ
ッ
子
広
場
、
第
五
音
楽
隊
演
奏
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
、
装
備
品
展
示
・
試
乗
コ
ー
ナ
ー
及
び
駐
屯
地
資
料

館
見
学
コ
ー
ナ
ー
は
今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
ま
た
、

第
五
旅
団
広
報
班
と
帯
広
地
方
協
力
本
部
合
同
に
よ
る
広
報
コ

ー
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
チ
ビ
ッ
子
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
制
服
・
戦
闘

服
を
試
着
し
て
の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
家
族
連

れ
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
記
念
祝
賀
会
食
場
前
に
お
い
て
は

帯
広
市
自
衛
隊
女
性
協
力
会
に
よ
る
野
点
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
来
賓
を
始
め
、
多
く
の
方
が
利
用
し
た
。
ま
た
、
前
日
に

は
、
殉
職
隊
員
の
追
悼
式
も
執
り
行
わ
れ
た
。

空挺隊員の凄さを見せつけた
空挺降下



（２）第４５号 ２００７．９ひがし北海道だより

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平成１９年７月１６日に発生した新潟中越沖地震に際し、要請
により陸海空自衛隊が災害派遣活動を行った。第５旅団にお
いても北部方面隊が編成する「北部方面生活支援隊」の一部と
して、給水・入浴支援の為、第５後方支援隊　小山２尉を基幹と
し第１陣に給水支援隊１９名（第５戦車隊６名含む）と入浴支援
隊１０名、８月５日には人員を交代、同じく第５後方支援隊　手
塚３尉を基幹とした給水支援隊８名と入浴支援隊１１名、計４８
名と水タンク車３両及び野外入浴セット１セットを含む車両・装
備を派遣した。支援隊は、現地到着後、第１２旅団の指揮下で
柏崎市刈羽村中通コミュニティーセンターを拠点に計１２１２ｔの
給水支援、計６４８６人（男３２００人・女３２８６人）の入浴支援を

新潟中越沖地震災害派遣
ライフライン復興に向けていざ新潟へ

１日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

現地の子供とのふれあい

　７月１９日（木）～８月５日（日）までの
間入浴支援隊として初めて災害派遣に
参加した第５後方支援隊　橋詰　真知子
３等陸曹にインタビューしました。

災害派遣に参加した隊員の声

左が橋詰３曹（輸送隊）、右は同じく入浴支援　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　輸送科で女性隊員の私が新潟でお役
に立てたことを誇りに思います。皆様か
らの「ありがとう」は一生の宝物です。

実施し、住民からのたくさんの笑顔と感
謝の言葉を胸に１８日全員が無事駐屯
地に帰隊した。

第５旅団入浴施設「熊乃湯」をバックに

堂々の迫力　観閲行進

毎年長い行列が出来る体験試乗コーナー かわいらしいチビッコによるバトントワリング

記念祝賀会食場にて旅団長を囲んで乾杯をする中川昭一　　
議員（中央左）、鈴木宗男議員（中央右）ら来賓の方々



（３）第４５号 ２００７．９ひがし北海道だより

　帯広駐屯地（司令　濵﨑１佐）は、第４普通科連隊長　畔田１佐を基幹として８月１５日（水）・１６日（木）に
帯広市内で行われた帯広平原まつりのイベント「第４９回おびひろぼんおどり」に駐屯地所在各部隊から
踊り子等の支援を受け約８０名が帯広自衛隊として参加、自衛官らしい熱い踊りを披露、沿道に詰めかけ
た大勢の観客を魅了するとともに、地域とともにある帯広自衛隊をアピールし、管内外から２９の団体が参

　

観衆を魅了した「ばん馬」をモチーフにした山車 帯広自衛隊一丸となった記念に

第５飛行隊（隊長 前田２佐）は、平成１９年８月６日、帯広駐屯地のプール「さざなみ館」において水難救
助訓練及び保命装備品の使用訓練を実施した。本訓練は飛行隊長以下３８名をもって、要救助者の救助
　 　

救命胴衣装着点検 救命浮舟一号への乗り込み

加した中で見事、団体の部「優秀賞２位」・山車の部「優秀賞２位」の栄冠を勝ち取った。

　本訓練により水難要救助者が発生した現場に、公私を問わず遭遇した場合でも、効果的な救助が行える
とともに、航空機が万が一着水した場合でも安全確実に危機から脱する能力が向上した。近年、道内の水
難者及び航空機の洋上飛行の機会が、増加した状況に即応した本訓練を今後も飛行隊は継続して能力

のための手順の把握及び飛行隊で装備する保命装備品の使用法を着眼に訓練した。　　　

の向上を図る。



（４）第４５号 ２００７．９ひがし北海道だより

　平成１９年９月１日（土）～２日（日）にかけて本別
町で行われた本別きらめきフェスタ２００７に第５音
楽隊（隊長　松田２尉）が出演し会場を盛り上げた。
　このイベントは、本別町で行われる一大イベントで
十勝の夏の最後を飾る花火大会や有名歌手の歌
謡ショーやお笑い芸人のショーなど多彩な催しが
あり、多くの家族連れなどで賑わった。また、帯広
地方協力本部（本部長　竹末１佐）も地本コーナー
を設置し、募集チラシ・パンフレットや採用試験案
内の入ったティッシュを配ったり、チビッ子を対象に
ミニ制服を着せて写真撮影をして写真をその場で
プレゼントするなどの広報活動を行い、訪れた家族
連れに好評を得た。また、本別町を隊区に持つ第
５高射特科中隊（中隊長　渡邉３佐）も第５旅団写
真パネル展を開設し広報活動を行い多くの観客を
集めた。第５旅団及び帯広地方協力本部は、今後
も地域住民の自衛隊に対する理解と協力を深めて
いくとともに一人でも多くの適齢者情報を獲得する
為、各地で行われるイベントに積極的に参加し、広

会場に華を添えた第５音楽隊演奏

ミニ制服を着てご満悦のチビッ子たち

報活動を実施する予定である。


